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ほぼ満足できる結果が得られた．

　一方，臨床的検討では，健常人46名の血中TSH値は

0．28－4．7μU／m～の範囲であった．未治療バセドウ病続

発性甲状腺機能低下症では低値を，また原発性甲状腺機

能低下症では高値を示し，いずれも健常人群との区別は

容易であった．血中TSH値の算出が可能であった続発

性甲状腺機能低下症では，TRH試験で低値ながら反応

が見られ，一段と精細に残存下垂体TSH分泌能の把握

が可能であった．また，バセドウ病治療経過中での血中

TSH値の上昇を，従来の測定法に比べ，より鋭敏に検

出できた．これらの成績から，本法は，血中TSH値の

低濃度領域での病態評価に有用と考えられた．

　また，本法で血中TSH値を測定した262例につき，

従来のTSHキット「第一」でも同時に測定し，測定値

を比較した．両測定法で測定値が得られた151例では

r＝＋0．980，y＝1．193x－2．709と良好な相関関係が認め

られた．また，両測法でともに測定感度以下を示したの

は72例で，本測定でのみ測定値が得られたのは28例，逆

に従来法でのみ測定値が得られたのは11例あった．

40．高感度TSH測定法（Coated　tUbe　RIA，　RIAgnost，

　　Gamma　Dab）の比較検討
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　高感度TSH測定法について，基礎的および臨床的に

比較検討した．〔方法〕正常コントロール22名，未治療

バセドウ病患者23例と，抗甲状腺剤治療によりeuthyroid

状態を4か月以上維持した状態でT3抑制試験を行った

バセドウ病患者31例を対象とした．TSH測定は，　IRMA

法として℃oated　tube　RJA　hTSH’および‘RIAgnost

hTSH’を用い，　RIA法として‘Gamma　Dab　hTSH’の

抗体および標識TSHを2倍希釈しfirst　incubationを

4日間としたものを用いて測定した．〔結果〕IRMA法

の2法においては，最小測定感度は0．1μU／m～未満で

RIA法においては約0．1μU／mlであった．正常値は，

‘Coated　tube　RIA’，‘Gamma　Dab’で約1．5，‘RIAgnost’

で約1．2μU／mlであった．それぞれの標準品を他のキ

ットで測定すると，‘RIAgnost’の標準品は℃oated　tube

RIA’のそれより約20％高値であり，したがって，正常

値の差は，キット添加の標準品の差によるものと考えら

れた．正常群と未治療バセドウ病患者群の間には，3法

とも重なり合いはみられなかったが，IRMA法による

2法では未治療バセドウ病患者のTSHの値は全例測定

感度以下であったのに対し，RIA法の変法では0．1よ

り0．4μU／mtの間のものが6例にみられた．　TSHとT3

抑制試験の結果との関係をみると，TSHが低値のもの

は，全例，T3抑制試験の結果は陰性であった．〔結論〕

高感度TSH測定法は，未治療バセドウ病患者の診断，

治療中のバセドウ病患者におけるT3抑制試験の結果の

推定等に非常に有用であると考えられた．

41．Mon㏄lonal抗体を用いた高感度TSH測定法の基

　　礎的ならびに臨床的検討
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　第一ラジオアイソトープ研究所によって開発された高

感度TSH測定用RIAキット（TSHキット“第一”II）

について行った基礎的臨床的検討の結果について報告す

る．

　基礎的検討項目として，まず1st　incubation時間につ

いては2hrsで十分であった．また最小検出感度は0．1

μU／m’であった．次にアッセイ内再現性は，変動係数

で4．3％および4．9％であった．また10回測定したアッ

セイ間再現性では，変動係数がそれぞれ3．1％，3．8％お

よび5．7％と良好な結果を示した．次に3種類濃度の患

者血清を用いた添加回収試験では，回収率が97．2％，

99．1％および102．8％であった．さらにTSH高値を示

す3種類の甲状腺機能低下症患者血清の希釈試験では，

いずれもほぼ原点を通る直線性を示した．また35例の患

者血清についてダイナボット社の高感度TSH測定法

RIAキット（TSHリアビーズII）との間の測定値の相

関について調べた結果，回帰直線Y－1．38X－5．47，相

関係数r－0．991と良好な相関関係が認められた．

　臨床的検討として健常者31例，甲状腺機能充進症21例

および甲状腺機能低下症16例における血中TSH濃度を

測定したところ，測定値は3群ともよく分離していて，

1例も重なりが認められなかった．

　以上より，本キットは従来のTSH測定用キットと異

なり，健常者と甲状腺機能充進症との鑑別にも有効なキ

ットであるという結論に達した．

Presented by Medical*Online


	1102



